
 【出芽期のカビ予防対策】－出 芽 期 

播種後の被覆期間が長引くとカビが発生しやすくなるので、 

適期播種を心がける。前年発生したハウスは箱消毒を行う。 

【苗ヤケに注意】－出 芽 期 －葉先等が褐色になる 

ハウスの温度は３５℃以上にしない。 

  ※新しいビニールは室温が上がりやすいので要注意。 

【ばか苗病】－緑 化・硬 化 期 －異常な徒長苗 

種子消毒は、薬剤の使用方法を守り正しく行う。 

厚播や出芽時の高温で発生しやすいので注意する。 

見つけ次第、根ごと抜き取り土に埋めるなどして処分。 

【褐条病】－緑 化・硬 化 期 －茎が褐色になる 

播種直後１０日間の過剰灌水と高温で助長するので注意。 

【ムレ苗対策】－緑 化・硬 化 期 －坪状に変化が現れる 

ＰＨを 5.5 以上にしない。薄まきを励行。ピートモスやくん炭   

を使用し保水性や通水性を確保する。温度の急変(8℃以下 35℃ 

以上)で発生しやすくなる。発生したら早めに田植えをする。 

★落水が速やかに確実にできるよう、苗床は均平にする。 

※傾斜が大きい場合は、２～３つにプールを仕切って作る。 

★入水開始時期－緑化終了時(葉齢 1～1.2L)。 

★入水時の水深 

◎１回目－入水は床土の高さまでとする。 

◎２回目以降－入水時は苗丈の半分以下の深さに。 

※苗が水没しないよう注意する。 

★ハウス内温度 

◎慣行育苗より伸びやすい為、入水後は日中・夜間とも、 

側のビニールを開放する。 

※低温注意報が出た場合、又は夜間の気温が５℃以下の時は、 

側のビニールを閉め、深めに入水し保温する。 

★落水時期－田植えの２～４日前に落水する。 

★プール育苗の苗は、低温に対する抵抗力が弱いので、 

低温時の田植えは避ける。 

★ 育 苗 管 理 

◎２.０葉の健苗を植える－早期活着による分げつ促進。※老化苗は活着不良や茎数確保が遅れる。 

◎べんとう肥の施用－田植え後の活着を早める。 

★ 土 づ く り 

◎たい肥の散布－地力の確保や土壌の団粒化促進。 

市では、｢ゆうきの子｣｢阿賀のたいひ｣を散布し特栽米を栽培する生産者へ一部助成を行います。 

春のたい肥散布につきましては、最寄りのＪＡ等へ相談、申し込みください。 

◎鉄・ケイ酸質肥料－気象変動リスク対策及び、秋落ち防止、品質収量の向上。春の耕起前に施用。 

◎耕    起－耕深は１５ｃｍを確保しましょう。作土層を深くすることによって、 

根の分布が広がり高温障害に対する抵抗力を高めます。 

★ 倒 伏 防 止 － 高地力地帯の基肥窒素量（成分）の目安／１０ａ 

◎１．化学由来の窒素のみ場合は２kg程度。２．有機由来の窒素が５０%以上の場合は３kg程度。 

◎基肥一発肥料を初めての使用や毎年倒伏してるほ場では、慣行施用量(基肥＋穂肥)より 

１～２割減肥しましょう。 

★ 畦 畔 除 草 － カメムシ等害虫の住み処をつくらない。 

ハ ウ ス 育 苗 管 理 の ポ イ ン ト 

育苗ハウス内、近辺への放置や使用をしない。 

上はシルバーポリトウ#80 

下はラブシート（箱下に巻き込む） 

有孔ポリなど 

育苗箱 
育苗箱 

障 害 と 対 策 プ ー ル 育 苗 の ポ イ ン ト 高 品 質 米 づ く り の ポ イ ン ト 


